
/哀城山の植物を
探検

＊ねらい J也蔵凸周辺匂f直物を中心とした釘見
寮をとおして、 赤械山の自熟や動柏物への
厨t昧•閲心を呼び起こずとともに、 百然保
護の惹誡を高めさせる。

〔対象：小学校3年生以上〕

1 . 赤城山の成り立ち

(1)分から10(1乃月はど加、こ())地域 日
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所！こ割れ日がて‘き、 そこから火1日活璽力がおこり、

激しし刈舌璽力とゆるやかな活動をくり込しながらだ

んだん高く人きくなって、高竺約2, 500mはとこ成

長した。
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(2)そCり役、 山印部に人爆登がおこり什il日部が吹き

飛ばされた役、 活i!iJ）か休止したで 激しい浸食作用

を受い山印部から阻iした1砂は山麓に堆棺して、

赤域山(!)裾野を人きくし、和［本もの深い谷が作ら

れだ。

(3)土文い活動休止期の｛応 激しい火山活動が始まり、

ふもとにまで軽石、 火山砂、 火山I天などを厚く苗

らせた,o こうして、 山白鵡が削られた古い火山の

土に1,800mほどの高さを持っ応火山か形成され
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(4)その佼、 1 11央部は迄ち込んで、 カルプラが作ら

れた「 火山江j）」は休止し、 現在(i)外輪山（里檜Iじ、

薬臼岳、 出張山、 鍬柄山）の内但lj—杯に水をただ

えた湖tパできたc

戸
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(5)やがて、 このカルデラ湖をつ苔破·:, て、 沿芹が

ふきti',した。 現在辺小沼は長七郎山が作られたと

苔の火［」てある 同じころに地蔵岳＼り見晴Iいも形

戊されだ。これらCiliじとは中央火口圧に相当する。

(6)このよりな中央火LJ圧によって力Iレデラ湖は3

つ！二;}ltら；打；だ。

古大沼と祈坂平湖は

が下かて）たため、祈

坂湖は水を失い、 人

氾も現在の•形となご）
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8kmりかあ')だが、 粕 ，II I OJ流出に伴し』』山体か著しく

浸食されて、 銚了の信l藍がでぎるととも

(8)中央火n 元を『Iった

ら;/L、 熱し

水が失

hiしてし:, うた。

火山活動 は杞予かに

なった。 火山活動u―)名浅りは、 長ヒ郎山登山口付

j圧や小沼豆）水り）流/1:n及び臼II[り）諒流あだりで見

き出しただめにu+化された

岩石が今も残-:, ているn
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赤城山は現在は火山活動を休廿しているが、絶

えず風化作用を受け、その姿を少しずつ変えてい

る。

2. 赤城山の植物

赤城山は全体的には太平汗皇気侯域に属する

が、山頂那は冬期の厳しい季節風と、かなりの降

雪がいるU〕き、飛び地内な『本海型気似域どなっ

ている。そいため、こCl.)地域は豊富な柏物相を示

し、貴重な柏物も見られる。

山麓から 中腹にかけての 一 警は関東平野に正

く、 占くから開けた地岐，こ接していろJ〕でクロマ

ツ アカーンヽ'I
ヽ ' 、スギ、し ） キの植林地や、 砂＾次林

のクヌギーコ ナラ肝集、クリ コ ナラ群集になっ

ていて、その林床はアズマネザサによって多くを

占めらjしている。中腹より詞抜約l,50UmH.、lしまで

は、内阿部の新しい1)(山／古］辺に特徴的匁ミズナラ

ーニッ コ ウザサ群集が広く分布している。大沼周

辺には胸高但径lmを越えるミズナラ林があり、

林床はクマ→ドサやオオハザサが密生Iー -c し)る。ブ

ナ林は憶かで小鳥ケ島と沼尾川上流恕に小範囲に

存在している。なお、山頂カルデラ内では、

に断旦的な コ メツガ

とができる。
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ナラ林に1号して小規模なウフジロモミ林が分布ず

るととししに、二次林ごあるシラカバ レ� ンゲッツ

ジ群集か比較的広い範岡’ど占めている。

拘抜1, 500m以上には、ダケカンバ林とミズナラ

林が発達し、亜高山杜のit葉樹林は、玲ケ岳など

s ./ブカグマ翡苧治を見るこ

キ、アオジ、カッ コ ウ、ホトトギス、コ マドリ、

アカハラ、メボソムシクイ、クマタカ、Jスリ、

], ビ、シジュッカラ、アカりラバとが生息してい

勺e

両牛類では、ヤマアカガエル、ツチガエ］レ、ハ

コ ネサンショウウオ、モリアオガエルなどが見ら

れ、魚類ではfゾナ、ヤマメ、ウJギ、カジカ、

コ f、フナ、ワカサギなどかすんでいる。

4. 観察に際して

白は、私たちの心がけ一つで、いろいろなこと

を面ってくわる。ビんなことも見:/)カゞさないnと、

間さのがさない耳を養いたち1:, v 丁
：ぁる。服装は、

長袖シャツに長ズボンと岨子、靴はキャラバン

シューズか運動靴で歩きやすいものが良い。そし

で、色は、赤や苛已など原色は追け、自然にとげ

こぢような目立たないものにして、山にすじ動杓

たちとも仲良くしたいものである。

赤城山では桔物採集が禁止されている。草木一

本？も折り取っ ―"i;:いけません。私たちの大し／］な

白然をごわさな‘いように、そして、私たちのあと

から来る人達にも、この「自然を楽しめる環境」

を残しておくだめに、お互いこ気をつけていかな

げればなりませ！ い

5. 観察コ ー ス（約120分）

赤城ビジタ センタ ー (A)乏スキ ー 場

(B) ii'! 累1部 (C〗

山狛草原一一后］し道を下山

l)) 

こ れらの他応、大沼南東の覚満淵には高層湿原

植生G)ヌマガヤーイぶミズfケ群集や 中間湿原植

生のノハ—｝ンョウブ―ヌマカヤ群集などがd)り、

小沼から粕}IIの出口付近の岩礫崩壊地には関東及

び巾部地方の砂礫地に特徴的なフジアザミ —ヤマ

ホタ几ブ，? ロ群集が分布している。

3. 赤城山の動物

赤城山にはたくさんの野生動物が生息してい

キツネ、

サビ

る。 ほ乳類としては、カモシカ、ツキノワグマ、

タメキ、ナン、／ウサギ、イグチ、ムサ

ヤマス、アカ文ズミなどであり、巳団はホ

オジロ、コ ル:J、クロツグミ、ウグイス、キビタ
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6 。 観察のポイント

(1) I) J卜沿いり）『原（地、点A)

この旭応(Aは、 平坦な氾路から急に勾記(/)ぎつ

い草原O)!f!O)道に入ったほはIい間点て、 歩きIL:し

てあまり時間が紅凸しなし＼が、11」泊に体を慣らす

ためと、 小休I卜を九ねて、 次の凸動をゴるじ

吹いていろ花の名前を党えよう。

'2'1 
＼ 好きな化をスケッチしてみよう。

冬期にスキー場となるこ］）糾国は釘年、 当0)降

る前に地上右ドが刈り取られるだめ、 樹太が育たず

さいている。 製近！こなってここに芝を

柏えつけ、 夏期1こは，9スキ ー ができるように整伯

さ九たために、i'i'(J京t:t非常に狭くなってしまっだ の

そ,/しても、 リフトと登山道に沿った岱面ては、 ノ

／＼ナシコウブ、 チダケサシ、 / !\予アザミ、 コノゞ

ギボウシ、 コオニユリ、 タムラソウ、 クガイソウ、

オオン、 ヤマオダマキ、 \'I'ギラン、 ／アザミ、

マルバダケフキなとの花を見ることかで苔る。

(2)珀原二部のミズナラの大太（地点I3)

2柿間(/_)菜在4戸）不思議な木心発見しよ

ぅの

ミズナラ□大木の株分かれしだ1箇所からJ-J-カ

マドが発号して生長している。 艇や幹の観祭から

沢なる柏物てあること：こ気づか杜、 そり）成り立ち

！こつし〗ての号えを発表さサるr

(:-l)『計材喜｝（地点C)

ここでは、 柏物())高さ .,&; ご、 えだぶりや菜の

樟子なとを観察させる。 まだ、 森林り）中には動物

もだ<さんすんでいる。 姿は見えな�；ても、月臼き

山())間こえる訪こついて；同べさせるぐ
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-の付近には、 幹し7)Jj几がともに白色て船もよく

似だ:2種類の樹木がある。 表を参名にして区別さ

せる。 主た、 それぞれの成台環境も比較させる、つ

， ． ． ＾� ． �ヽ�

シラカン□J ヽ
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1·I (1, 

... 

ダ,アカン;\'

華 側脈 け-8対 祖lj脈 11�1"対�

i 夕‘ うカンハ上り葉 0) 巾 葉裏に脈か点ミ出る
が広:,,., 砧討（［）銀国がシラカン

カエデo
汀
ー）葉をきがそり 0

亦城I日にはた <·t, んのカエデリ ）（叫間があり、 秋

口は美しい紅策や黄菜とな·:, て、!Uを彩っ ク、くれ

るe しかし、 そのカエデの葉もまだこの時期には

である。［文］を参りにして、 登山迅の近

くのカエデを探させ、 打 今-l/- "7 ご --- ';) 0 

カエアの名は、 葉0)形が「カエルの手」に似て

いることからつげられだと言わいてし〕るの 図のよ

うに、 カゴテ科楯物(/)集の名くは丁のひら状に

なぅてし;るが、 EU)ウリハダカエデゃF O)ウリカ

エテのよりに少し変わった形しTJも(/)もある。
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亦域111は乳危玉県のほぼ中史合ドに出り 化は二l斉

山、 ）、＜峰山、上い1試尊山に［月まれ、』 東は足尾山訓�い

四は日丸[[日こつながっている，へ 大苔さは、 東凸約

'.201く［］］、園北ぱ皐勺'.lOkm、OO積は的sookm'て、111頂には

束四約2 km、 南北杓l kmのだ□形をしだ深さ

G0�-10llmり）カル� デラかある。

下の図や参号にさせ、

カルデラの様子や山Cf)名前心調べさせる。

111」旦から見 芦〉

カエテ科埴物の葉と種子

入 す丁�イタぐメ介

ミ予カエ

ウリノ＼タカLテ

ブーニモミシ＼カン!;

し

E
 

昌Jこ:tてくる島の出心カタカナで表現し

てみよ〉。

G 

j) (1ャ l,c「

j ウリカエテ�

/ノ、カニテ

凡(/)閉ぎ声左文t'て1<現することを［きぎなt」

といい、 次の表のような例ぴある ＜， 表を参考：＇こし

て畠Jこえてくる鳴苔山夕·1'ゴ 『して表現きせる。

山［目からi])景己をスケ ‘｀｝ヂしよ-う 0

ヽ(カレ

[[日戸□原では、 ＇＼ 、クサ：ンゾウロ モウ主:>ゴケ、t

マツムシソウ、 ムシトリスミレ’ 、 ヤマトキソウ、

キク、 ''.lメいたゾ''.7などがしー」らいるQ まば

らに偲木が点在する！こげで太i属v)児を茫る

'
〈

フ，
)
/

のi/)

する風面詰原心：し i この一苔は、

祖風と闊哀vうため伍丈は偲し j 力＼
‘
ー、 合かヮ豆こ

かlJで種1.zり）花か―·1_:ijに咲ぎ乱れるC,
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